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Ｎｏ 取組例 所管課 実施計画事業名 実施状況 今後の取組内容 備考

健 1
認知症になっても、住み慣れた地域で安心して暮らし続けるための地
域づくりを進めるために、認知症サポーター養成研修、徘徊高齢者捜
索模擬訓練、成年後見制度利用支援事業を実施している。

高齢福祉室

認知症サポーター養
成事業
認知症地域サポート事
業
成年後見制度利用支
援事業

平成29年度の認知症サポーターは7月末現
在で19,055人であり、今後も継続して実施し
ていく。認知症地域サポート事業については
山田東で徘徊高齢者捜索模擬訓練を行う。
また、認知症高齢者に対する成年後見人等
の報酬等の助成については年々利用者が
増加しており、継続して実施していく。

認知症サポーター養成事業、徘徊高
齢者地域サポート事業、成年後見制
度利用支援事業については継続して
実施していく。

健 2

北大阪健康医療都市（健都）においては、立地施設を含め、「健康・医
療」をキーワードとした事業を展開する。また、（仮称）健都ライブラ
リーと公園を一体的に活用し、健都ならではの健康・医療の取り組み
を推進する。

北大阪健康医療都市推進室
北大阪健康医療都市
推進事業

施設整備中のため、平成30年度以降に実施
予定。

（仮称）健康増進公園の供用開始
後、公園で健康プログラム等を展開
する。また、（仮称）健都ライブラリー
の整備後、公園と一体的に活用した
健康プログラム等も展開する。

健 3 公民館で文化スポーツ推進室と連携した運動講座を開催している。 まなびの支援課 地区公民館事業

地区公民館主催講座で、文化スポーツ推進
室職員が講師となり、脱ロコモを目的とした
筋トレ、ストレッチのなど各種講座を実施。平
成28年度では、市内地区公民館30館のう
ち、19館、計185回実施された。

実施済みの地区公民館からの反応
は良く、未実施館からの実施を望む
声も多い。引き続き文化スポーツ推
進室と連携し、講師派遣体制の状況
を見ながら更なる実施館増を目指
す。

健 4 文化スポーツ推進室と連携し運動講座を開催している。 中央図書館 主催行事事業
28年度の参加者は323名。29年度からは成
人向け講座に絞って各館で実施している。

図書館を利用しない人への読書振興
と位置づけ継続していく予定。

健 5
青少年活動サポートプラザの多目的ホールを開放し、青少年が卓球
やバドミントンを楽しんだり文化スポーツ推進室と連携し運動講座を
開催している。

青少年室
（青少年活動サポートプラザ）

青少年活動サポートプ
ラザ施設運営事業

関西大学との連携(体育会陸上部員の指導)
により、秋の運動会に向けての取り組みとし
て、小学生を対象に「走り方教室」を実施し
た。本物の選手の走りを目の前にして子供
たちは目を輝かせていた。

30名募集のところ47名の参加者を得
た。短距離走への関心の高まりもあ
り毎年人気のある事業。また、異年
齢のふれあいと言う意味でも未来館
らしい事業であり、今後も実施してい
きたい。

健 6
運動に親しみのない方も運動を習慣化することで健康寿命の延伸が
図れるよう、気軽に取り組める、ウォーキング、ノルディックウォーキン
グや「すいた笑顔（スマイル）体操」の普及・定着に取り組んでいる。

文化スポーツ推進室

運動習慣化プログラム
推進事業

地域スポーツ促進事
業

「すいた笑顔（スマイル）体操」と、手軽に始
められるウォーキングを体験することで、運
動習慣化のきっかけづくりとなるように、公園
でのスマイル体操とノルディックウォーキング
の体験会やウォーキングの講習会を実施し
ている。毎月第2水曜日を「スマイルデー」と
し本庁舎正面玄関ロビーで実施している。市
民スポーツ講座は「安全な歩き方」をテーマ
に実施する予定である。

ウォーキング、ノルディックウォーキン
グの講習会やイベント等の情報を提
供し、市民の自主的な取り組みを支
援する。
「すいた笑顔（スマイル）体操」を市民
主体で継続的に実施してもらえるよ
う、普及と啓発に努める。

平成30年度より
「運動習慣化推進
事業」「地域ス
ポーツ促進・サ
ポート事業」に事
業名変更予定

健 7

吹田市国保健康診査（特定健診）、がん検診等の各種健（検）診を身
近なかかりつけ医等で受診できるなど、市民が健康管理に取り組み
やすい環境整備を行っており、吹田市国保健康診査については、全
国的に見ても高い受診率を維持している。

国民健康保険室
保健センター

がん検診事業
結核検診事業
骨粗しょう症検診事業
30歳代健康診査事業
聴力検診事業
Ｂ型・Ｃ型肝炎ウィルス
検診事業
ペプシノゲン胃検診事
業
前立腺がん検診事業
吹田市健康長寿健診
事業

市内の協力医療機関において各種健（検）
診事業を継続実施している。

今後も継続的に実施するとともに、各
種健（検）診事業の受診率向上に努
めていく。

シティプロモーションに関連する事業の進捗状況調べ 
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健 8

大阪府内で初めて「吹田市歯と口腔の健康づくり推進条例」を制定。
妊婦歯科健康診査や6歳臼歯健康診査など、先進的に歯科保健事業
を行うとともに、口腔ケアセンターを設置し、歯科保健の推進に取り組
んでいる。

保健センター

1歳6か月児健診事業
2歳6か月児歯科健診
事業
3歳児健診事業
歯科フォロー事業
6歳臼歯健康診査事業
成人歯科健診事業
在宅寝たきり高齢者等
訪問歯科事業
妊婦歯科健診事業
口腔ケアセンター運営
事業

各種歯科健診事業、口腔ケアセンターにお
ける「赤ちゃんの歯の広場」等の委託事業や
「お口の健康体操教室」等の補助事業も継
続実施している。歯科医師会と定期的に会
議をもち、事業の評価、検討を行っている。

吹田市歯と口腔の健康づくり推進計
画に基づき、歯と口腔の健康づくりに
取り組んでいく。

産婦歯科健診の
実施について来年
度実計にあげてい
る。

安 9
災害発生時に最寄りの避難所開設や情報収集・情報伝達を担う「緊
急防災要員」を任命するなど、災害時の初動体制をいち早く構築でき
るよう取り組んでいる。

危機管理室

市内の全ての小学校に3～4名の校区防災
要員を配置、校区防災要員と災害対策本部
を繋ぐ役割の地域防災要員を市内6か所に2
～4名配置している。

今後も継続して実施していく。

安 10

「動く防犯カメラ」として期待されるドライブレコーダーの普及促進や青
色パトロールカーを活用した見守り活動、子どもの見守り活動、犬の
散歩時を活用したパトロール「わんわんパトロール」等のさまざまな見
守り活動を支援することで、「地域の見守る目」を増やしている。

危機管理室

安心安全ドライブレ
コーダー普及促進事
業
青パト燃料支援事業
吹田市防犯活動補助
事業

ドライブレコーダーの設置補助やステッ
カー、パトロールグッズの配布のほか、青パ
ト活動への補助を実施している。

今後も継続して見守り活動への支援
を実施していく。

安 11
DV及び児童虐待の防止を一体として進める「Wリボンプロジェクト」を
実施し、「暴力のない安心安全のまち、すいた」の実現を図っている。

男女共同参画室
男女共同参画センター

ＤＶ防止対策事業
女性に対する暴力をなくす運動期間である
11月に、講演会、相談会やガンバ大阪の試
合にあわせたキャンペーン等を実施する。

Ｗリボンプロジェクトをより多くの市民
に知ってもらい、運動を拡大していく。

安 12
メイシアターでは、「500円おひるまコンサート」「名曲日和」「名作映画
劇場」など昼間にゆったりとした時間を過ごすことができる催しを実施
している。

文化スポーツ推進室
それぞれ定期的に事業団の自主事業として
開催している。

今後も事業団と連携しながら魅力的
な事業を実施していく。

安 13
市内の保育園、幼稚園、認定こども園を対象に、防火映画会、消防署
の見学、消防出初式等への参加等を通じ、幼年期からの防火思想の
普及啓発等を図っている。

総務予防室
自主防火組織育成強
化事業

各消防署の見学等については、依頼があれ
ば随時実施しており、消防出初式への参加
については今年度も計画をしている。

引続き継続して実施していく。 「育」から移項

安 14
学校、自治会及び事業所などを対象にAED（自動体外式除細動器）
の使用を含めた普通・上級救命講習会等を計画的に実施し、自主救
護能力や傷病者に対する救命率の向上を図る。

警防救急室
応急手当普及啓発事
業

救命講習会を消防主催で年間14回開催する
とともに、依頼があれば市内の事業所や各
団体の施設に出向き実施している。また、市
内の中学2年生（約3，000人）対象に救命講
習会を随時実施している。

引続き左記の取組を継続して実施し
ていくとともに、広報活動を実施し、
受講者の更なる増加を図っていく。

「学」から移項
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安 15
大規模災害が発生した際、地域防災の担い手である消防団の活動
が必須となるため、新規団員募集のPR活動を積極的に実施し、地域
防災力の向上に努める。

総務予防室 消防団運営事業
自治会等のイベントにおいて、積極的にＰＲ
活動を実施している。また、吹田まつり冊子
に団員募集について掲載している。

引続き左記の取組を継続して実施し
ていく。

「活」から移項

安 16
高齢者から乳幼児まで、どなたでもゆっくり読書やCD、DVDを楽しむ
環境がある。

中央図書館
図書館運営事業
施設管理事業

ＣＤ、ＤＶＤ、雑誌を含む幅広い資料
1,147,688点を揃えている。28年度のべ来館
者数は1,992,476人であった。

幅広い資料選択と、バリアフリーに配
慮した施設整備を心がけて運営を行
う。

住 17
千里南公園が市民にとって心地よい公園となるように、新たなコミュニ
ティ空間となるパークカフェを設置する「千里南公園パークカフェ推進
事業」を実施している。

公園みどり室
千里南公園パークカ
フェ整備事業

平成29年8月に株式会社オペレーションファ
クトリーと基本協定を締結し、千里南公園
パークカフェ整備・運営事業者に決定した。

千里南公園を次世代に継承し、安心
や安全性、快適性を確保するととも
に、千里南公園の持つ機能を最大限
発揮することができるよう、リニューア
ルやパークマネジメントをはじめとす
る様々な取組を展開していく。

【追加】

住 18
市内の住宅の4分の3を集合住宅が占めるまちという特性を生した「吹
田市彩団地助成金制度」により集合住宅のベランダを花で飾る活動
を助成している。

公園みどり室 平成29年9月より助成事業を開始している。
制度の周知を図り、潤いのある色彩
豊かなまちなみの実現をめざしてい
く。

【追加】

住 19
市民の方々に喜んで利用していただくことを目的としたオリジナル婚
姻届の作成を進めている。

市民課
株式会社ＨＯＰＥ社との協定による無償提供
事業に参加し、平成29年末に完成予定。

利用状況を検証しながら、よりよいデ
ザインの研究を重ねていく。

【追加】

育 20
市立吹田サッカースタジアムに小学生を招待し、施設見学やガンバ
大阪指導のもとピッチ上でサッカー体験を行い、まちへの愛着と誇り
を育んでいる。

文化スポーツ推進室 市民ふれあい事業

市内の小学校22校・2,032人の4年生が6月
にガンバ大阪の協力のもと、市立吹田サッ
カースタジアムでプロの選手の講話、スタジ
アム見学、ガンバ大阪指導によるピッチ上で
のサッカー体験、防災備品備蓄倉庫見学、
段ボールベッド組立を体験した。

市内の小学校36校の全ての参加を
目標に、児童の心に残る、さらに魅力
のある内容の検討を指定管理者及
びガンバ大阪とともに行う。

育 21

就学前児童通園施設である保育所、幼稚園及び子ども園において、
運動あそびの考え方やアプローチ方法を紹介し、子どもの「こころ」と
「からだ」の健やかな育成に繋げることを目指した取り組みを実施して
いる。

文化スポーツ推進室
運動あそびプログラム
推進事業

参加希望園の保育所15園、幼稚園（こども
園含む）11園へ巡回を行っている。千里金蘭
大学と共同研究を実施し、保育現場等で活
用できる身体活動実践集を作成するため、
各園にサンプル集を配付している。

共同研究による成果物を基に、子ど
もの育ちに関わる方への情報発信を
行う。

平成30年度より、
「ココカラsuitable
キッズ事業」に事
業名変更予定

育 22

「すいたティーンズクラシックフェスティバル」は本市に縁のある若者を
対象としたレッスンやコンクール、コンサートを通して、市内の若者と
市外の若者が切磋琢磨し、それぞれの才能や技術を高め合ってい
る。

文化スポーツ推進室
ティーンズクラシック
フェスティバル事業

メイシアター休館中のため、海外講師を招へ
いしてのマスタークラスなど、レッスンと成果
発表会を実施している。

本市に縁のある若者を対象としたコ
ンクールを中心に行い、クラシック音
楽家の育成及びクラシック音楽愛好
家の裾野の拡大を図る。

育 23
月齢別の親子教室や父親教室の毎月定例開催や、子育て講座の開
催、多胎児・転入者・外国人親子等の交流会を開催している。

のびのび子育てプラザ

子育て青少年拠点　夢
つながり未来館のびの
び子育てプラザ管理運
営事業

月齢別の親子教室を174回（うち90回は予
定）、父親教室を48回（うち24回は予定）開催
し、在宅での子育て中の親子への支援を
行っている。また、子育て講座30回（うち14
回は予定）、各交流会を31回（うち10は予定）
開催するなど多様なニーズに応える工夫を
行っている。

子育てへの不安や負担の軽減につ
ながるように今後も親子教室や子育
て講座、交流会の充実をすすめる、
児童虐待に未然防止につなげてい
く。

育 24
「子育て支援コンシェルジュ事業」を平成28年（2016年）4月から実施し
て、妊婦から子育て世代の相談を受け必要に応じて子育て関係機関
と連携をとって支援している。

のびのび子育てプラザ
子育て支援コンシェル
ジュ事業

事業の周知が進み、昨年度を上回るペース
で相談が寄せられている。平成29年度後半
に、高野台のびのびルームを開設し、市民
のより身近な場所で定期的に相談会を実施
する。

保健センター、保育幼稚園室をはじ
めとする各室課と連携を図り、妊娠・
出産・子育てに関する相談や子育て
支援施策を一体的に提供する支援
体制の構築を図る。
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育 25
妊娠・出産子育て期における様々なニーズに対して切れ目のないよう
に相談、支援を行う「吹田版ネウボラ」を整備している。

保健センター

妊産婦相談支援事業
産後ケア事業
産前・産後サポート事
業
訪問指導事業

妊娠届出時に保健師等による全ての妊婦へ
の面接をはじめとする周産期に重点を置い
た事業を立ち上げている。既存の母子保健
事業とのつなぎや、子育て関係機関との連
携をより深め、妊娠・出産・子育て期におけ
る切れ目のない支援を行っている。

関係機関との連携会議の開催等を
通し、情報の共有や必要な施策の検
討を行い、子育て世代の切れ目ない
支援を構築する。

産後家事支援事
業の実施について
来年度実計にあ
げている。

育 26
児童・生徒が、本市に縁があり、様々な分野で活躍する人と出会い、
夢や目標をもって生きることの大切さを学ぶ夢と希望を広げる出会い
事業を実施している。

まなびの支援課
夢と希望を広げる出会
い事業

平成28年度は、延べ2,679人が受講した。文
化スポーツ推進室と共催で、『夢と希望を広
げる出会い～未来への備え～inスタジアム』
を開催し、市立吹田サッカースタジアムに希
望する市内小学4・5年生を招き、本市の魅
力のひとつである国際試合が可能なサッ
カースタジアムを体感することにより、まちへ
の愛着と誇りを育み、また、トップレベルの選
手とふれ合う場を通じて、子どもたちが自ら
の夢を見つけながら目標を持って努力するこ
との大切さを学び、将来の生き方について考
える機会を提供した。さらに、危機管理室の
協力のもと、災害用備蓄物資の保管や救援
物資等の集積・仕分けや配送場所としての
機能を有するスタジアムにおいて、段ボール
ベッド等の組立体験を通じて、防災意識の向
上も図った。
　今後も、子ども達が、吹田に愛着を持ち、
夢や希望をもって努力することの大切さにつ
いての気づきの機会を、関係部局と連携しな
がらさまざまな形態で提供していく。

今後も様々な分野の講師に協力いた
だき、関係部局と連携して、夢や希
望、目標を持って生きていくことの素
晴らしさについて考える機会を提供
する。

育 27

市内全図書館と自動車文庫で赤ちゃんとその保護者に絵本を1冊プ
レゼントするブックスタートを実施している。また、絵本の読み聞かせ
やわらべうた手遊びに親しむ「ブックスタートのひろば」で子育て支援
を実施している。

中央図書館 ブックスタート事業
絵本を赤ちゃんに贈り、吹田市の子どもたち
の子育て環境が向上している。28年度の配
付冊数は2,949冊、配付率85.1%。

関係部と協力して配付率100%を目指
す。

育 28
こども読書の日に合わせて人形劇やおはなし会を行う「子どもと本の
まつり」を市内全図書館で開催している。

中央図書館 主催行事事業
吹田子どもの本連絡会との共催で子どもの
読書振興のために市内各図書館でイベント
を開催している。のべ参加人数1,864人。

子どもが図書館に足を運び、楽しん
で参加できる行事を行うことが読書
振興につながるため継続していく予
定である。

育 29
子どもや親子で地域の伝統的文化を体験しながら学習する体験学習
や体験型展示を実施している。

文化財保護課（博物館） 公開展示事業

毎年、小学校3年生社会科副読本と連動した
体験型演示「むかしのくらしと学校」を開催し
ている。また、親子体験学習「しめ縄作り」を
毎年実施している。

今後も継続していく予定である。

育 30
市内のこども会加入の小学生を対象としたスポーツ大会を開催してい
る。

青少年室
吹田市こども会
スポーツ大会事業

中の島スポーツグラウンドにて、こども会の
スポーツ活動の推進により、青少年の体力、
協調性の向上を図るため、ソフトボール、
キックベースボールの大会を実施している。
本年度はソフト11チーム、キック5チームが
出場。昨年度よりソフト、キックともに参加
チームが1チーム減少している。

参加チームは中の島グラウンドでの
試合を毎年楽しみにしており、事業と
しては継続していく。
また、委託先については、変更等を
継続協議していく予定。

吹田市こども会育
成協議会に委託

育 31
市内在住・在学・在勤の青少年グループによるロック・ポップス等の演
奏と、ヒップホップ等のダンス発表の機会を提供している。

青少年室
ヤングフェスティバル
事業

Ｈ29年度はメイシアター工事のため休止
Ｈ30年度以降はメイシアターの大
ホールにて、継続的に開催予定。

吹田市青少年指
導員会に委託
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育 32
野外活動等の実習を通して、宿泊キャンプやゲーム研修などから基
礎的知識・技術を学び、地域で活躍する青少年リーダーの養成をして
いる。

青少年室
吹田市青少年リー
ダー講習会事業

6月に1泊2日で吹田市自然体験交流セン
ターにて実施、2月に少年自然の家にて実施
予定。地域で活躍する青少年リーダーの育
成を図るため実施し、宿泊キャンプや、ゲー
ム研修などから基礎的知識、技術を学び、
青少年リーダー養成のきっかけとしている。

リーダーの参加者数（指導者）の確
保、拡充が課題となっている。
確保のために、キャンプに参加してい
た子どもにリーダー団体の案内チラ
シを送付する。

育 33
青少年活動に関わっている人、今後関わる人を対象に、青少年の健
全育成を推進するための講座の開催している。

青少年室 青少年指導者講習会

地域の大人が子どもを見守り、育てる環境
づくりを進めるための指導者の育成を図り、
青少年の健全育成を推進するために、その
時々の課題となる薬物乱用、ネットいじめな
どに関する講演、配慮を要する子どもとの付
き合い方などの指導、救急法やクラフトなど
の実技の講座等を年6回開催予定。

今後も青少年健全育成に地域で取
組みをしている指導者に講習会を開
催する必要がある。

育 34
不登校、いじめ、ひきこもりなど様々な問題を抱えた青少年が、自然
体験や環境教育を通して思いやりの心や社会性を身につけ「生きる
力」を自ら育むための活動を実施している。

青少年室
山の学校・海の学校事
業

毎年夏と冬にそれぞれ開催しており、夏は、
8月に大阪府立青少年海洋センター
にて実施し小学4年生から中学生の20名が
カヌー、クルージング等の海洋体験を行っ
た。冬は、12月に兎和野高原野外教育セン
ターにて実施予定。

参加者の増減があるため、実施
内容を検討していく必要がある。

育 35
子どもたちの安心安全な居場所として、学校の運動場などを利用し
て、放課後の居場所づくりとして「太陽の広場」を市内全36小学校で
実施している。

青少年室 こどもプラザ事業

太陽の広場」事業は、水曜日を中心に平日
の放課後や長期休業日に、地域の実情に合
せた回数を市内全36小学校で実施してい
る。「地域の学校」事業は、土曜日を中心に
休日に地域のボランティアが主体となって企
画運営を行っている地域活動です。地域の
方が持つスキルを活用して、子どもたちに
様々な体験学習の場を提供している。

市民との協働を更に進め地域の方々
の協力を得ながら、引き続き全36小
学校での「太陽の広場」の開催を進
めていく。また「こどもプラザ事業」の
開催回数増加、内容の充実等全市
的な拡充を進め、青少年の仲間づく
り、居場所づくりの推進を図る。

各中学校区の地
域教育協議会に
委託

育 36

自然体験交流センターでは、青少年に集団での生活を通じて自然と
共生し、あらゆる生物のいのちの尊さを体感する場を提供するととも
に、市民に自然を生かした生涯学習及び交流の場を提供し、青少年
の社会性及び豊かな人間性を育むための活動を実施している。

青少年室
自然体験交流センター
管理事業

自然体験交流センターは、指定管理制度に
より管理運営を委託しています。事業に関し
ては指定管理者が実施し、野外活動をはじ
め、環境学習や社会課題に対応した事業な
どを多く実施している。

平成30年度も同様の事業を実施予
定。

現在の指定管理
者との契約は平成
33年度まで。

育 37
市内の小学校などに対して、環境教育としての自然観察ゾーン等を
活かした環境学習や自炊活動を通しての食の大切さを意識する食育
の活動などの取り組みを行っている。

少年自然の家

市内の小学校や家族が約300人が参加する
自然観察会を約10回、約60団体（約1,700人
程度）が参加する自然観察指導を実施して
いる。

今後も継続的に取り組んで行く。

学 38 市内の大学・研究機関と幅広い分野において連携している。 シティプロモーション推進室
大学のあるまちづくり
事業

市内の大学との連携推進協議会を8回（うち
4回は予定）開催し、幅広い分野の意見交換
や情報共有の実施により、市との連携体制
強化につながる成果があった。また、市職員
による講義も実施し、市政への関心や理解
を深めるきっかけとなっている。

本市の強みである「大学のあるまち」
という特性をさらに充実させることを
目的として、引き続き共同研究や広
報活動等の連携を深めていく。また、
現在大学生を対象とした市の魅力に
ついて話し合うワークショップを開催
しているが、今後とも卒業後も引き続
き市内に住み続けてもらえるようなア
プローチを実施していく。

学 39
千里金蘭大学、（公財）文化振興事業団との共催によるファミリー
ミュージカルを実施し、学生が公演スタッフや出演者として作品を作
り、公演する体験をしている。

文化スポーツ推進室
平成29年12月にオペラティックコンサート「カ
ルミナ・ブラーナ」を開催予定。（事業団と共
催で実施）

今後も事業団と連携しながら魅力的
な事業を実施していく。

学 40
大阪大学、（公財）文化振興事業団との共催による演劇公演を実施
し、学生がプロの俳優やオーディションで選ばれた市民とコミュニケー
ションを取りながら演劇作品を作り公演する体験をしている。

文化スポーツ推進室
平成30年3月にリーディング劇「カレーと村
民」を開催予定。（事業団と共催で実施）

今後も事業団と連携しながら魅力的
な事業を実施していく。
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学 41
保育現場において、子どもの「からだ」と「こころ」の変化を感じること
ができ、日常保育の中で、継続可能な身体活動を提唱するために、
千里金蘭大学と共同研究を実施していく。

文化スポーツ推進室
運動あそびプログラム
推進事業

保育現場等で活用できる身体活動実践集を
作成するため、サンプル集を配付し、日常保
育での活用状況を把握している。

身体活動実践集を基に、子どもの育
ちに関わる方に情報発信を行う。

平成30年度より、
「ココカラsuitable
キッズ事業」に事
業名を変更予定

学 42
家庭や地域など、それぞれが所属するコミュニティにおいて、環境教
育を実践する人材を育てるため「すいた環境サポーター養成講座」を
実施している。

環境政策室
すいた環境サポーター
養成講座運営事業

環境教育を「伝える力」を身に付け、受講
後、それぞれの家庭や地域などで自らが実
践すると共に、「すいた環境サポーター」とし
て登録し、各種環境ボランティアとして本市
の環境施策や環境活動に参画する人材を育
成することを目的とし、プロポーザル方式に
よる委託事業として実施している。対象は、
18歳以上の方であれば市内外在住在勤を
問わない。平成29年度は8月26日から1月27
日までの期間で全10回の講座が開催され、
万博公園でのフィールドワークや市職員によ
る講義も実施し、市の環境への関心や理解
を深める契機となっている。現在、20名が受
講している。

フィールドワークを重視した講座内容
となっているが、一般的な連続講座
が10回未満であることを考えれば講
座数が多く、講座の時間（10時～15
時半）も長く感じるため、再度検討す
る必要がある。また、修了後に市内
で環境活動を実践するためには、開
講中の市内環境活動団体の紹介
や、その団体への参加の仕組みを作
ること、また、18歳以上の方を対象と
していることから、本市の各大学生の
受講につながる何らかの工夫をする
ことが必要であり、更なる検討をすす
めていく。

学 43
資源リサイクルセンターにおいて廃品を利用して楽しく作品づくりや市
民研究所での環境への負荷の少ないライフスタイルの研究、各種講
演会の実施など。市民に広く、啓発や学びの場を提供している。

環境政策室
資源リサイクルセン
ター事業

（公財）千里リサイクルプラザと連携をとりな
がら、資源リサイクルセンターを拠点として、
ごみ発生抑制を基調とした循環型社会を構
築するため、市民の参加のもとに様々な事
業を実施している。平成29年度においては、
再生・修理の実践指導を行う市民工房や、
再生利用の体験ができる実践教室、環境問
題についての講演や講座、資源リサイクル
センター設立25周年を記念した千里エコフェ
スタ2017などの各種イベント、また各種イベ
ントでのレンタルフリマの開催など様々な事
業を実施し、廃棄物の減量・再資源化ならび
に再生利用の促進を図る。

認知度の向上、集客力の強化、賛同
者の獲得、行動への啓発を基本方針
とする中期計画を（公財）千里リサイ
クルプラザが平成29年3月に策定さ
れ、具現化に向け継続して取り組む
ことが必要である。例えば海外視察
団を積極的に受け入れる等、視察者
数の増加を念頭に置き、取組の検討
をすすめていく。

学 44
グローバル社会を生きぬくコミュニケーション力の育成に向けて、全
小学校の6年生が体験学習施設（Osaka English Village）を活用し、英
語コミュニケーション体験を実施している。

指導室 英語マスター事業

全36小学校が文部科学省から教育課程特
例校の指定を受け、1年生から外国語活動を
行っている。6年間の外国語活動で学習した
ことを使ってOSAKA ENGLISH ＶＩＬＬＡＧＥで
コミュニケーション体験を行い、児童に達成
感を持たせることで、中学校での英語学習
の意欲向上につなげる。

児童がより学習したことを使って英語
でコミュニケーションを図ることができ
たと感じれるように、OSAKA
ENGLISH VILLAGE と協力して、吹田
オリジナルプランを改善し、より良い
取組にしていく。

学 45

市民の生涯学習の機会を提供するため、生涯学習吹田市民大学を
開設している。大学連携講座は、大学教員による、歴史や文学、経
済、工学など専門的な内容。市内の関西大学・千里金蘭大学・大阪
学院大学と共催して実施している。

まなびの支援課
生涯学習吹田市民大
学事業

市内の関西大学・千里金蘭大学・大阪学院
大学と共催で実施し、延べ1962名が受講し
た。

各大学の特長を生かした魅力ある講
座を実施し、また現代的課題につい
ての講座も実施することにより、市民
の学びの場を提供する。

学 46
生活上の身近な疑問に答えたり、調べもののお手伝いをするレファレ
ンスを実施している。

中央図書館 図書館運営事業
図書館の重要な根幹業務と位置づけてお
り、28年度受付件数は29,111件であった。

司書の専門研修に参加し知識を深め
能力向上をめざしている。

学 47
読書週間に合わせて成人向け講座「図書館講座じゅずつなぎ」を市
内の各図書館で開催している。

中央図書館 主催行事事業
28年度図書館じゅずつなぎ講座、のべ参加
人数192人であった。

図書館における一般市民への生涯
学習の場の提供ととらえ、継続の予
定である。
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学 48
地域の歴史や文化を歴史資料を通して学び、発見、見直していくた
め、資料展示や講演会・講座等の普及活動を実施している。

文化財保護課
（博物館）

公開展示事業

吹田の通史展示と窯業をテーマにした常設
展示に加え、毎年、年間6回の企画展示を実
施している。企画展示においては関連イベン
トとして講演会、歴史講座、体験講座を多数
実施している。

今後も継続していく予定である。

学 49
ひきこもりや不登校等、思春期・青年期の問題への理解を広めるため
の啓発講座を開催している。

青少年室
（青少年活動サポートプラザ）

青少年活動サポートプ
ラザ青少年相談事業

一般公開講座として、「ニート・ひきこもり・不
登校に対して家族ができること」「大人の発
達障害の理解と対応」など社会生活を円滑
に営む上での困難を有する子ども・若者の
実態や支援についての知識を広める講座を
実施した。
また、相談当事者のご家族に対しては、医師
の視点や、ひきこもり経験者の視点から支援
の在り方を勉強する機会を設けた。

ひきこもりが特別ではなく、誰もがな
る可能性があること、早期発見、早期
支援が大切であること、段階に応じた
切れ目のない支援が必要であること
などについて多くの市民に理解しても
らうために、また、本人やご家族をで
きるだけ早期に支援するためにこの
事業を今後さらに充実させていく。

働 50
就職活動解禁の時期に合わせ、大学生等を対象に、地元企業への
就職ニーズと優秀な人材を求める地元企業の採用ニーズをサポート
することを目的に市内企業を含めた就職説明会を実施している。

地域経済振興室 地域就労支援事業

平成29年度において、7月にハローワーク淀
川と共同で大学生をはじめとした若年者向
けの就職説明会を実施し、参加企業は12
社、参加者は41名であった。また、10月には
北摂市町村との連携のもと、3月には市内大
学や金融機関、商工会議所と共同での大学
生等を対象とした就職説明会の実施を予定
している。

今後も引き続き、大学生等を対象とし
た合同企業説明会を実施すること
で、人材の確保を課題とする事業所
と、大企業に目を向けがちな若年求
職者の橋渡しに貢献していく。

働 51

就労支援機関である、「JOBナビすいたJOBカフェすいた」では、求職
者の個々の状況に応じて就労相談、スキルアップ支援、就職活動に
必要な情報提供等を行いながら、職業紹介までトータルに支援を実
施している。

地域経済振興室 地域就労支援事業

JOBナビすいたにおいて、利用者の来所及
び相談件数の増加を促し、就職決定につな
げるため、魅力ある新たなセミナーコンテン
ツの導入や広報の充実、関係機関との連携
強化等をはかっている。また、求職者へのス
キルアップ支援として就職に有利な資格が
取得できる就職支援講座の実施を予定して
いる。

今後も引き続き、求職者の個々の状
況に応じたきめ細やかな就労相談や
職業紹介によるマッチング、就職に
有利な資格の取得等の支援を実施
し、市民の就職決定につなげていく。

働 52

私立認定こども園、私立保育所及び市立保育所で、育児教室をはじ
め、地域の児童と園児の交流、施設の一部開放、育児相談、サーク
ル活動への支援など、関係機関との連携を図りながら、多様な子育
て支援に取り組んでいる。

子育て支援課
保育幼稚園室

地域子育て支援セン
ター事業

平成28年度については、育児教室は、公立
2,036人、私立1,814人、育児相談は、4,705
人、1,428人が利用した。平成29年度も同様
に実施を予定している。

保育所等における子育て支援の機能
を強化し、「子育ての地域共同体の
構築」や「子育ての主体形成」をめざ
す。

働 53
「JOBナビすいた・JOBカフェすいた」と連携し就職活動に必要な資料
提供に努めている。

中央図書館 図書館運営事業
さんくす図書館で「ハロージョブコーナー」を
設置している。就職に役立つ本や資格取得
のための問題集なども収集提供している。

江坂図書館、千里図書館ではビジネ
ス支援コーナーを設置し、館ごとに特
色ある運営を行っていく。

交 54
市民公益活動センターにて、市民公益活動団体に会議室を貸与する
ほか、活動を支援する講座・交流会を行っている。

市民自治推進室
市民公益活動センター
事業

市民公益活動の場の提供として会議室の貸
与を行っている。また、特定のテーマで自由
に語り合える場を提供するテーマカフェを月1
回開催している。

引き続き市民公益活動の場の提供を
行うとともに、社会課題を意識した市
民が関心を持ち参加しやすいテーマ
を扱ったテーマカフェを実施していく。

交 55
メイシアターでは、プロの俳優と、学生、多世代の市民が一緒に舞台
作品を作り上げ、作り手の多世代交流や、初めての人が演劇と身近
に接する機会を作っている。

文化スポーツ推進室
演劇のオーディションには多くの市民や学生
が参加しており、多世代の交流が図られて
いる。

今後も事業団と連携しながら魅力的
な事業を実施していく。
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交 56
健都イノベーションパークの進出事業者と市内事業者の連携・活用を
推進する。また、多世代が身近に利用できる図書館を多機能化した
（仮称）健都ライブラリーを起点に、多世代交流を促進する。

北大阪健康医療都市推進室
北大阪健康医療都市
推進事業

健都イノベーションパークにおいて、フラッグ
シップとなる優先交渉権者と協議を進めてい
る。

引き続き優先交渉権者と、健都で事
業展開するに当たっての連携方法を
協議する。また、各種健康イベントが
開催できる多目的室や、健康カフェな
どを備える図書館を多機能化した（仮
称）健都ライブラリーの整備を進め
る。

交 57
「千里市民フォーラム」や「千里キャンドルロード」などの市民活動を支
援する。

計画調整室
千里ニュータウンまち
づくり広域連携事業

月1～2回開催される会議やサロンにおい
て、意見交換や情報共有を行うほか、イベン
ト周知などの支援を行い、市民と協働で取り
組んでいる。イベントには、多くの市民が訪
れ、千里ニュータウンへの関心や愛着を深
める機会となっている。

引き続き、取り組みを進めることによ
り、千里ニュータウンの魅力向上や
活性化、新たな市民活動の担い手の
発掘・育成につなげていく。

交 58 リサイクルフェアを開催し、地域に還元している。 中央図書館 図書館運営事業
リサイクルフェア2館で実施。のべ792人の参
加者があった。

イベントの他に館内にリサイクルコー
ナーを設け本の提供を行っていく。

交 59
青少年が自由に来館し、自立や社会参画を促すことを目的とした居
場所を備え、青少年の交流を支援している。

青少年室（青少年活動サポートプラ
ザ）

青少年活動サポートプ
ラザ施設運営事業

未来館3階の交流ロビーには小・中・大学生
が集まり、年代(学年)・学校を越えた自然な
交流が行われている。一方で青少年の交
流・居場所事業については一般財団法人に
委託し、ロビーワーカーの育成・活用と国際
交流などの事業を実施した。

多くの青少年が参加し、夢を持って巣
立っていると理解している。未来館の
コンセプトである「夢・つながり であう
場 はじまる場 広がる場」に沿った事
業であり、今後も実施していきたい。

交 60

日本最初の大規模ニュータウンである千里ニュータウンのまちづくり
の歴史や住民の生活文化に係る資料展示のほか、講演会やイベント
等を通して、地域からの情報発信や情報交換を行うことにより、多様
な主体の相互交流や連携の促進、千里ニュータウンのまちづくりの推
進に取り組んでいる。

計画調整室
（千里ニュータウン情報館）

千里ニュータウン情報
館運営事業

千里ニュータウンの計画当時のジオラマや
12住区の紹介などの常設展示のほか、年に
2回程度の企画展や他施設との共催事業な
どに取り組んでいる。地域住民だけでなく、
他府県や海外などからも見学があり、千里
ニュータウンへの関心や交流を深める機会
となっている。

今後も大規模ニュータウンの先駆け
として常にリードし続けることを目的と
して、引き続き、情報発信や情報交
換、多様な主体との交流に取り組ん
でいく。また、展示やイベントの内容
の充実を図り、リピーターやより広範
囲からの来館者の増加を目指し、千
里ニュータウンへの愛着や関心を深
める機会を提供していく。

交 61 市内最大級のイベントである吹田まつりへの補助を実施している。 シティプロモーション推進室 吹田まつり補助事業

平成29年度には開催48回目となり、事務局
として組織体制の変革や吹田スプラッシュ
パーティのような新たなイベントの調整を実
施した。

2020年には開催50回目を迎えること
となり、市民主体の魅力的なまつりと
なるように、更なる組織体制の強化
が図られるよう引き続き補助を実施し
ていく。

遊 62
情報発信プラザを拠点として市内の魅力的な観光スポットや北摂近
隣市の情報を紹介している。市のイメージキャラクターすいたんを活
用し、様々なイベント出演やSNSによる情報発信を実施している。

シティプロモーション推進室

観光企画推進事業
情報発信プラザ事業
シティプロモーション事
業

情報発信プラザ（Inforestすいた）では市内各
施設やイベント情報のパンフレット配架をは
じめ、市の特性を紹介するフェアを平成29年
度には11回実施し、大型複合施設であるエ
キスポシティの来訪者へ本市及び北摂近隣
市の情報発信を実施している。
市のイメージキャラクターすいたんについて
は市内外の様々なイベントへの出演実績を
重ねることで、幅広い年齢層から愛着を持た
れる存在となっている。

引き続き情報発信プラザ（Inforestす
いた）を拠点とした効果的な情報発信
に取り組むとともに、イメージキャラク
ターすいたんについてはイベント等で
の出演機会の増加を図りながら、新
たな活用方法について研究していく。
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遊 63

メイシアターでは、海外オーケストラやバレエ団などの招へいから、関
西演劇界の定期的な公演やオリジナルプロデュース公演、狂言公演
や上方落語の一門会など、良質な舞台芸術を数多く手がけ、市内市
外から多くの観客を集めている。

文化スポーツ推進室
市民劇場等運営委託
事業

七夕コンサート、らくご満載月刊、海外アン
サンブルのコンサートを実施している。

上質な舞台芸術を広く実施し、市民
に鑑賞の機会を提供する。

遊 64
図書館公式ツイッターでおすすめの本の紹介だけでなく市内のイベン
トの情報も発信している。

中央図書館
コンピュータシステム
整備事業

28年度ツイッター、フェイスブックの投稿件数
1,258件

本の情報だけでなく吹田に関する情
報の発信に努めていく。

活 65
公募吹田市美術展覧会を秋に実施し、絵画・彫刻・写真・書など市内
外から作品を募集している。

文化スポーツ推進室 市展運営委託事業
例年10月にメイシアターで実施しているが、
平成29年度は工事による閉館のため休止し
ている。

市民の美術に関する活動・鑑賞の両
方を満たせるよう、平成30年度から
再開する。

活 66
本市の特産物である竹に親しみ、千里の竹林の保全意識の普及啓
発を図ることを目的に千里の竹あかりを実施している。

公園みどり室 みどり普及・啓発事業

10月末に、北千里市民体育館前の竹林や千
里北公園において、竹林の保全に関心のあ
る市民団体と連携し、イベントを実施する予
定。多くの市民の参加により、竹林の保全意
識の普及啓発の場とする予定。

イベントとしての質の向上を図ること
や、広報内容を検討し、来場者数を
増やすことで、竹林保全の大切さを、
多くの市民に知ってもらう。

活 67
自分の読書体験から、おすすめの本を紹介して読みたいチャンプ本
を決めるビブリオバトルを実施している。

中央図書館
図書館運営事業
主催行事事業

中高生年代が読書体験を深めるきっかけと
なる催しで、28年度は16名の参加者があっ
た。

学校でも取り組まれているが、図書
館でも継続していきたい。

全 68
プロサッカーチームのガンバ大阪のホームタウンとして、ガンバ大阪
と連携した事業を実施している。

シティプロモーション推進室
シティプロモーション事
業

ガンバ大阪のホームゲーム開催時にはイ
メージキャラクターすいたんが市立吹田サッ
カースタジアムに出演し、サポーターと共に
応援を実施している。ガンバ大阪の試合当
日（試合の開催が閉庁日の場合は前日）に
は職員がガンバ大阪のユニフォームを着用
して執務にあたる「ブルー大作戦」実施して
いる。ガンバ大阪のユニフォームを着用した
バージョンのすいたんマスコットを製作し、ガ
ンバ大阪、すいたん、及び本市への愛着を
深める仕掛けづくりを行った。

全市を挙げてガンバ大阪を応援する
機運を高めていくために、ガンバ大阪
後援会との連携を深め、ガンバ大阪
のあるまちならではの事業を引き続
き展開していく。

【追加】

全 69 市民から本市の魅力が広がる仕掛けづくりを実施している。 シティプロモーション推進室
シティプロモーション事
業

まちの魅力に関する市民参加型のワーク
ショップを2回開催し、よりよいまちづくりに関
する提案とともに、本市の魅力を発見、再認
識できる機会を提供している。また、映画や
ドラマの撮影を誘致し、地域への愛着の醸
成に寄与している。

ワークショップについては引き続き趣
向を凝らしながら実施し、市内各地域
を巡る開催形態を検討していく。
撮影誘致については大阪府内での
誘致に取り組む大阪観光局と引き続
き連携していく。

【追加】

全 70
効果的なシティプロモーションの推進のために、行政以外の様々な立
場から意見、助言を聴取している。

シティプロモーション推進室
シティプロモーション事
業

学識経験者やメディア関係者で構成される
「吹田市シティプロモーションアドバイザー会
議」を3回実施しており、幅広い意見の聴取
に努めている。またＩＣＴの効果的な活用を図
るため、ＮＴＴ西日本との連携事業を実施し
ている。

引き続き幅広く意見を聴取するととも
に、庁内各部署へのフィードバックを
実施していく。

【追加】


